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研究成果の概要（和文）：適塩ソングBGM放送の減塩効果を検証するため、国内の4企業の食堂利用者275名に参
加を得て介入研究をおこなった。企業単位で２企業ずつ対照群と介入群に割り付け、対照群には視覚資料掲示、
介入群には視覚資料とBGM放送による介入をベースライン調査後及び1年後調査前に各5週間実施した。

随時尿から求めた推定食塩摂取量について、ベースライン調査と１年後の介入直後調査の間の変化量の群間差を
マンホイットニーのU検定で検討した。同期間において、塩分チェックシートにより求めた食塩行動得点の改善
のオッズ比をLogistic回帰分析で検討した。結果の詳細については2025年3月31日まで公表を差し控える。

研究成果の概要（英文）：n intervention study was conducted with the participation of 275 cafeteria 
patrons from four Japanese companies to examine the effect of BGM broadcasts of a song regarding the
 appropriate amount of salt intake. Two companies were assigned to the control group and two to the 
intervention group. The control group was received the intervention with visual materials, while the
 intervention group was with BGM and visual materials for 5 weeks each after the baseline survey and
 before the one-year follow-up survey.
The Mann-Whitney U-test was used to determine the difference in the estimated salt intake between 
the groups between the baseline survey and the one-year follow-up survey.During the same period, 
odds ratios for improvement in salt behavior scores obtained from the salt check sheet were examined
 using logistic regression analysis. Details of the results will not be released until March 31, 
2025.

研究分野：栄養疫学

キーワード： 減塩　ポピュレーションアプローチ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本課題は、減塩についてのBGM放送の効果を検証した世界でもまれな研究である。BGM放送はその性質上食堂など
の食環境下で利用しやすく、汎用性が高い新たな減塩のポピュレーションアプローチとなり得る。
効果の検証および、その効果が特に有効な特性を検討、提示することは我が国の減塩対策の一助となり得るもの
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
生活習慣病予防対策において、減塩は重要な柱である。減塩は日本人の健康増進のための重要
な要素であるといえる。奈良県では、県民の健康寿命日本一をめざし、食生活を通じて楽しく健
康づくりを実践するためのツールを作成した 1)。一方で、その減塩に対する効果は明らかになっ
ていない。特に、食育をテーマとする BGM の個人に対する効果を検証した研究は、国際的にもほ
とんどない。さらに、学生食堂の利用者集団を対象とした同様の介入では、利用者のメニュー選
択に影響する可能性が示唆された 2)。ただし、個人が特定されない評価方法であったため、個人
の減塩にどの程度影響したかは不明であった。 
 
 
２．研究の目的 
再現可能で具体的な減塩方法を提示するエビデンス構築を目的とし、「適塩ソング」の BGM に
よる減塩教育の介入効果を検討するため、食堂の利用者個人を対象とする介入研究を実施した。 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) 対象者 
特定給食施設を持つ国内の企業で、給食施設における介入、健康診断（以下、健診）等におけ
る従業員の随時尿の採取と塩分チェックシート（以下、CS）への回答に企業及び関係者より許可
を得られた 4企業の従業員を対象とした。必要なサンプル数は、次の通り算出し計 400 名を目標
とした。尿中ナトリウム排泄量より、食塩相当量にして 1.3 g/日 の余分な減少（変化量の差）
を検出できるように、標準偏差 4.8 g NaCl、αエラー 0.05 、1-β（検出力）0.8 として計算
した。各企業で、原則として研究協力開始年度の健診において初回調査を行った。初回調査を行
う健診の問診票に、研究の説明文書を同封し、健診当日にも研究の説明を行った上で参加を依頼
した。ただし、介入群のうち 1企業は健診時期が従業員によって異なったため、実地にて従業員
に対するリクルートを行った。依頼者数は介入群 821 名、対照群 316 名（健診時に初回調査を行
った 3 企業は健診受診者数、そうでない 1 企業は食堂の 1 日の提供食数を使用して算出）であ
った。依頼者のうち書面により同意が得られた各群の人数は介入群 556 名、対照群 291 名であっ
た。本研究は、奈良女子大学疫学研究倫理審査委員会の承認を受け、UMIN-CTR に登録している
（登録番号 UMIN000029625）。 
 
(2) 研究デザイン 
奈良県「適塩ソング」BGM 放送の減塩効果を検討する非無作為化比較試験を 2017 年 10 月から
2020 年 4 月にかけて行った。研究対象の 4 企業（企業①～④）を、施設単位で 2 企業ずつ介入
群（企業③、④）と対照群（企業①、②）に割り付けた。初回調査後から 5週間にわたって 1度
目の介入を実施し（初回介入）、初回介入終了後に中間調査を行った。最終調査は初回調査の 1
年後に行い、最終調査直前 5週間に 2度目の介入を実施した。初回調査・最終調査は原則として
各企業の健診時に行った。しかし、介入群のうち 1企業（企業③）は健診時期が従業員によって
異なったため、初回・最終調査を個別に依頼した。また、介入群のもう 1企業（企業④）の最終
調査は 2020 年の健診時を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大により緊急事態宣言
が発令され、健診が中止されたため、各参加者に企業を通じて個別での調査を依頼した。中間調
査は企業を通じて各参加者に依頼した。 
 
(3) 介入 
介入群では、奈良県が作成し提供している「適塩ソング」1）を、食堂内において昼食時に BGM
として放送した。両群に共通して、視覚資料としてのぼりとポスターを対象施設食堂内に設置し
た。また、啓発の受け皿として、食堂内に市販の減塩調味料（塩分 50%カット食卓塩、減塩マヨ
ネーズ、減塩ドレッシング、減塩ソース、減塩しょうゆ：対照群においては介入以前から設置し
てあったため、介入群のみ）を提供した。 
初回介入から 2度目の介入までの期間中、当該企業が行っている食育の継続を依頼した。介入群
では、従来の食育に加えて毎月 19 日（食育の日）に、昼食時に「適塩ソング」BGM 放送を実施
した。 
 
(4) 評価項目と測定 
(4)-1 随時尿中ナトリウム濃度による食塩摂取量の変化 
対象者には初回調査と最終調査時に随時尿の提供を依頼した。企業①、②の初回・最終調査及
び企業④の初回調査では、健診の尿検査検体の一部を回収した。実地にてリクルートを行い個別
に調査を行った企業③の初回調査はリクルート時、企業③と④の最終調査では調査前に企業を



通じて採尿容器を配布し、いずれも所定の日に回収を行った。提出された検体の尿中のナトリウ
ム（以下、Na）、クレアチニン（以下、Cr）濃度を測定した。測定は株式会社江東微生物研究所
により実施された。随時尿中 Na、Cr 及び 4.3 の方法で得た身体情報より、次に記す田中式 3）を
用いて 24 時間尿中食塩排泄量推定値を求めた。さらに、1日の推定食塩摂取量を算出するため、
田中式で求めた 24 時間尿中食塩排泄量推定値を 0.86 で除した 4）。 
田中式：  
・24 時間尿中 Cr 排泄量予測値（mg/日） 
＝体重（kg） × 14.89 + 身長（cm） × 16.14 − 年齢 × 2.04 − 2244.45 
・24 時間尿中 Na 排泄量推定値（g/日） 
＝21.98 × 〔随時尿中 Na 濃度（mEq/L）/随時尿中 Cr 濃度（mg/dL）/10 × 24 時間尿中 Cr 排
泄量予測値〕0.392 
・24 時間尿中食塩排泄量推定値（g/日） 
＝24 時間尿中 Na 排泄量（mEq/day） × 58.42/1000 
 
食塩摂取量への換算式： 
・推定 1日食塩摂取量（g/日） 
＝推定 1日食塩排泄量（g/日）/0.86 
上記により求めた推定 1日食塩摂取量（以下、推定食塩摂取量）について最終調査の値から初回
調査の値を引き、変化量とした。 
 
(4)-2 塩分チェックシート得点による食塩摂取行動の変化 
初回調査、中間調査及び最終調査にて、製鉄記念八幡病院院長㲍橋卓也氏が開発し、過去１か
月の食塩摂取行動について評価する質問紙：簡易食事調査票「塩分チェックシート（CS）」5)への
回答を依頼し、その得点により食塩摂取行動を評価した。 
企業①、②の初回・最終調査及び企業④の初回調査では健診の事前問診票に CS を同封し、健
診時に回収した。企業③の初回調査ではリクルート時に、企業③と④の最終調査では調査前に企
業を通じて CS を配布し、いずれも所定の日に回収を行った。中間調査については、いずれの企
業も企業内担当者を通じて配布・回収を行った。 
CS の回答を得点化し、合計点（以下、CS 得点）にて食塩摂取行動を評価した。 
初回調査と中間調査、最終調査の CS 得点の差（最終調査または中間調査 CS 得点−初回調査 CS 得
点）を変化量とした。また、CS 得点が 1点以上減少したことを改善したと定義した。 
 
(4)-3 身体情報及び生活習慣に関する情報 
身体情報（性別、年齢、身長、体重）について、初回・最終調査年度または調査日前直近の健
診結果の提供を受けた。企業①、②、④は本人より、企業③は本人の同意を得て企業より情報を
得た。ただし、企業④の最終調査は健診外で実施したため、体重は自己申告を依頼した。身長は、
対象者が企業従業員である、すなわち成長段階に当たる対象者はいない、もしくはごくわずかで
あると想定されたことから、初回調査からの変化は無視できる範囲と考え、初回調査の値を最終
調査時点の身長として採用した。 
生活習慣（喫煙歴、飲酒習慣、食堂利用頻度）及び服薬状況（降圧剤の服用の有無）は、企業
①、②の初回・最終調査と企業④の初回調査では身体情報と同時に提供を受けた。企業③の初回・
最終調査及び企業④の最終調査では、CS 配布と同時に自記式の質問紙を配布し、回答を得た。 
 
(5) 統計解析 
参加者のうち、初回調査時にⅰ）「当該給食施設利用が週 2回以上である」及びⅱ）「降圧剤を
服用していない」の 2 項目を満たした参加者を解析対象者とした。食塩摂取量については、初
回・最終調査ともに随時尿の提出があった 275 名（介入群 116 名、対照群 159 名）、食塩摂取行
動については、初回・中間・最終調査ともに、CS への回答を不備なく行った 272 名（介入群 115
名、対照群 157 名）が解析対象者となった。 
各群の対象者特性は、χ²検定、Mann-Whitney の U 検定を用いて比較した。 
食塩摂取量については、介入群と対照群における、初回・最終調査時間の推定食塩摂取量変化量
について Mann-Whitney の U 検定を用いて差を比較した。また、従属変数に推定食塩摂取量変化
量、独立変数に BGM 放送の有無、共変量に性別（男性/女性）・年齢・喫煙（現在喫煙/過去喫煙
/非喫煙）・初回調査時推定食塩摂取量を用いた共分散分析を行った。 
食塩摂取行動については、初回・最終調査時間の CS 得点変化量について Mann-Whitney の U 検
定を用いて差を比較した。また、従属変数に CS 得点変化量、独立変数に BGM 放送の有無、共変
量に性別（男性/女性）・年齢・喫煙（現在喫煙/過去喫煙/非喫煙）・週間飲酒量（1日の飲酒量×
一週間の飲酒日数）を用いて共分散分析を行った。さらに、4.2 で述べたように CS 得点が 1 点
以上減少したことを改善と定義し、最終調査と中間調査時点での介入群と対照群の改善のオッ
ズ比について、従属変数を CS 得点改善の有無、独立変数を BGM 放送の有無、共変量に性別（男
性/女性）・年齢・喫煙（現在喫煙/過去喫煙/非喫煙）・週間飲酒量・初回調査から最終調査また
は中間調査までの食堂利用頻度の変化の有無（低下した/低下していない)を用いて、ロジスティ
ック回帰分析を行った。同様にして、性別・年代による層別解析、男性に限定した年代による層



別解析も行った。 
統計解析は SAS9.4 for windows を用いて行い、有意水準は 5%とした。 
  
 
 
４．研究成果 
(1) 研究対象者の特性 
食塩摂取量の解析対象者 275 名のうち、男性の割合は、介入群 87.1%、対照群 77.4%であり、
介入群で高かった（p = 0.04）。年齢の中央値（25th%tile 値 – 75th%tile 値）は介入群 50（42 
– 56） 歳、対照群 41（34 – 47） 歳であり、介入群が有意に高かった（p < 0.01）。また、喫
煙に関しては現在喫煙者の割合は介入群21.6%、対照群42.8%と対照群で有意に高く（p < 0.01）、
食塩摂取量は介入群 10.8（8.9 – 12.4） g/日、対照群 10.0（8.5 – 12.0） g/日と介入群で有
意に高かった（p = 0.04）。初回調査時より最終調査時で「食堂利用頻度が低下した」者の割合
は介入群 13.8%、対照群 6.3%であり、介入群で有意に高かった（p = 0.04）。BMI・週間飲酒量・
食堂利用頻度について両群で差はみられなかった。 
同様に、食塩摂取行動の解析対象者 272 名については週間飲酒量が介入群 3.0（0.0 – 10.0） 合
/週、対照群 1.0（0.0 – 4.5） 合/週であり、介入群で有意に多かった（p = 0.04）。性別・年
齢・喫煙は食塩摂取量の対象者と同様の傾向を示し、BMI・食堂利用頻度・食堂利用頻度の変化
については両群に差は見られなかった。 
 
(2) 食塩摂取量および食塩摂取行動得点の変化 
公表を差し控える（2025 年 3 月 31 日まで） 
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